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１．はじめに 

乳房炎対策の一環として、昨年から西部家畜保健衛生所西讃支所で取り組んでいる乳房炎の検査方法につい

て検討したので、報告する。 

 

２．経緯と目的 

乳房炎検査は熟練が必要であり、かつ農家の問題点把握

には採材や搾乳手順の確認などの農家での作業が必要不可

欠であるという点から、当所で乳房炎検査を実施するには

検査者の熟練度の違いによる検査精度や業務の時間的制約

が問題となった。そのため、コロニーを見るだけで簡単に

菌種の鑑別ができないかということをテーマに、昨年から

当所では酵素基質培地を試験的に使用している。 

酵素基質培地「クロモアガーオリエンタシオン」（以下

クロモアガー）では、コロニーが特異的に発色することか

ら、簡易に菌種を鑑別できるとされている。メーカーによ

ると、コリネバクテリウムなどの例外を除いて、主要な乳

房炎の原因菌についても、コロニーの色調や大きさの違い

で菌種の鑑別は可能とのことであった（表１）。 

昨年、クロモアガーと血液寒天培地を併用することにより、県内の他の家畜保健衛生所で実施している血液

寒天培地、ＤＨＬ寒天培地、マンニット食塩培地の３種類の培地を用いる方法（以下従来法）と異なり、コロ

ニーの形態を観察することで、簡易に菌種の鑑別が可能となりうることが確認された。一方、メーカーのマニ

ュアルには無いコロニーが出現したり、他の培地と比べ発育する菌数が少ないのではないかという疑問を持っ

た。 

以上のことから、優れた長所のある本培地を使用し、より正確かつ迅速に検査を行うためには、本培地での

コロニーの形態の整理と、当所に適したマニュアルの整備が必要と思われ、本培地の長所と短所を調査し、評

価することが重要と考えた。 

 

３．材料および方法 

その評価方法としては、定性試験として本培地での菌の

発育の有無と、菌種ごとにコロニーの形態を比較した。次

に、定量試験として乳汁や培養菌液について、発育した菌

数を他の培地と比較した。さらに、各培地の検査コストを

比較するとともに、検査の迅速性については、検査時間や

作業能率を検討した。 

１）定性試験 

乳房炎検査で分離された１７６株中の１５４株につい

て、クロモアガーで培養を行い、判定は菌の発育の有無や

コロニーの形態を比較検討した（表３）。 

２）定量試験 

ⅰ）乳汁からの定量 

乳房炎原因菌がほぼ純培養された乳汁２４検体を

用い、クロモアガーと５％羊血液寒天培地（以下血寒）

で培養した。判定は各培地のコロニー数を測定した。 

ⅱ）培養菌株での定量培養菌株については、乳房炎の

検査材料に近づけるために、表４に示す菌株について

コロニーをＰＢＳ(－)で希釈し、血寒に対して１０



5-7cfu/mlに調整したものと、菌液を 1 晩冷蔵後、血寒に対して１０5-7cfu/mlに調整したものを各培地に接種し

た（表５）。 

 
 

４．成績 

１）定性試験 

クロモアガーでは、ブドウ球菌の形態は中型で発育が良かった。昨年、ＳＡは全て淡黄色、ＣＮＳは白、紫、

水色と報告したが、その後の調査ではＳＡ、ＣＮＳともに４色を示した（表６）。いずれにしても、メーカーの

淡黄色のみとの記載とは異なる成績であった。 

レンサ球菌は昨年の報告どおり、発育が悪いものの２４時間で小型のコロニーが確認できた（表７）。色調は

メーカーと同様に青緑と白色であった。 

メーカーが発育しないとしているコリネバクテリウム（以下コリネ）は４８時間の培養で、微小な紫のコロ

ニーが確認された（表８）。なお、グラム染色でコリネと区別がつきにくいアルカノバクテリウムは、水色のコ

ロニーが観察され、区別が可能であった。 

次に、大腸菌群については、例数は少ないもののメーカーと同様な成績となった（表９）。また、他の菌につ

いても特徴のあるコロニーが観察された（表１０）。 

以上をまとめると、クロモアガーでは菌種ごとに特徴のあるコロニーが発育した。また、赤色で示した菌種

については、メーカーと異なる成績となった（表１１）。 

 

 

 

 

 

 

 



２）定量試験 

ⅰ）乳汁からの定量 

ブドウ球菌、レンサ球菌、コリネでは、クロモアガーは血寒よりもコロニー数が若干少ない傾向であったが、

有意差はなかった（表１２）。 

また、大腸菌群ではクロモアガーの方が多い傾向であったが、これも有意差はなかった。 

ⅱ）次に、培養菌株については、コロニーを希釈直後に接種したものは、同じグループ間では有意差はなかっ

た（表１３）。 

菌液を１晩冷蔵したものでは、ブドウ球菌とレンサ球菌については、クロモアガーは血寒よりもコロニー数

が少ない傾向にあり、特にレンサ球菌では有意差があった（表１４）。なお、大腸菌群には差はみられなかった。 

 

 



 

 
３）検査コストの比較 

検査コストは従来法と比べ、１検体当りのスクリーニング検査費用は同程度であった（表１５）。 

 
４）検査マニュアルの作製と迅速性の検討 

以上の成績をもとに、当所に適したマニュアルを作成した。検査手順をチャート化するとともに、各培地の

発育菌のカラー写真を掲載した（表１６）。 

検査の迅速性については、作業の迅速性や簡便性の点で使用培地を３枚から２枚に減少できること、クロー

ニングが容易となること、また検査方法のマニュアル化により作業を単純化できることから、作業の省力化と

ともに作業時間が短縮できる。そのため、煩雑な乳房炎検査の迅速化、簡素化が可能となり、不慣れな検査者

には作業能率が向上した（表１７）。 

 



 
５．まとめ 

当所で乳房炎検査を正確かつ迅速に実施するため、酵素基質培地「クロモアガーオリエンタシオン」で発育

した乳房炎の原因菌の形態を整理した。一部の菌では、メーカーのマニュアルと若干異なる成績が見られた。 

定量試験では、培地間の発育菌数には有意差はなかったが、保冷材料ではブドウ球菌やレンサ球菌でクロモ

アガーは血寒よりも発育菌数が少ない傾向であるため、実際の検査でも支障をきたす恐れがあり、血寒との併

用が必要なことを再確認した。 

検査コストについては、従来法とはほぼ同程度で、使用には問題が無いと思われる。 

さらに、検査方法のマニュアル化等により作業が単純化、省力化され、作業時間の短縮が可能となった。以

上の成績から、検査の精度向上や迅速化は可能となり、今後は本培地とマニュアルを有効に活用したい。 


